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一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

柳井・平生地域における道路整備に関する勉強会

■ 現状の課題について
■ 地域の将来像について
■ 地域との合意形成方法について
・国道１８８号を含む柳井・平生地域における地域、道路、交通課題

及び地域の将来像を共有

■ 地域との合意形成の取組みについて
■ 期待される整備効果について
■ 政策目標、対策案について
■ 対応方針について
■ 地域との合意形成方法について
・地域課題やアンケート等を踏まえた政策目標を確認し、総合的な

評価による対応方針を決定

■ 地域との合意形成の取組みについて
■ 都市計画・河川改修の課題への対応について
■ 検討結果とりまとめ（整備方針について）
・政策目標及び対応方針（バイパス＋一部現道拡幅）に対する地

域との合意形成を確認し、田布路木橋架替を含めた土穂石川河
川改修事業・アクセス道路整備の関連事業についても県・市が主
体的に進めていく整備方針を確認

第１回： H３１.２.２２

１．これまでの検討経緯

「バイパス＋一部現道拡幅」を対応方針に決定

柳井・平生地域における道路整備に関する勉強会：委員構成

所属 役職

国土交通省中国地方整備局 道路部道路計画課長

〃 山口河川国道事務所長

会長 山口県土木建築部 部長

〃 道路建設課長

〃 都市計画課長

〃 河川課長

副会長 柳井市 建設部長

平生町 建設課長

住民・地域との情報共有、合意形成の取組

■ 住民アンケート
■ 企業ヒアリング
・道路の課題や地域の課題、道路整備検討に際してどの

ような道路にするべきかについて意見を聴取

第１弾： H３１.４～R１.５

■ 広報活動（HP、広報誌、ケーブルテレビ、SNS等）
■ 意見交換会（座談会形式、オープンハウス）
■ アンケート（意見交換会参加者を対象）
・政策目標に関する意見、対応方針（バイパス＋一部現

道拡幅）に期待する内容について聴取

第２弾： R１.７

第２回： R１.６.２６

第３回： R１.８.９

・柳井・平生地域における道路整備に関する勉強会において、住民・地域と合意形成を図り、対応方針を決定。
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検討の流れ



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

１．これまでの検討経緯

・柳井・平生地域における道路整備に関する勉強会において、国・県・市町が各事業を主体的に進めていく整備方針を決定。

2

整備方針

交通安全の確保
救急医療機関への
速達性・確実性の確保

観光振興の促進
産業振興を支援する
ネットワークの強化

交通の円滑化
災害等に強い

信頼性の高い道路
ネットワークの確保

●交通事故の減少

●安全な歩行空間の確保

●救急搬送時間短縮

●介護サービス等の向上

●観光周遊ルート形成

●観光客の増加

●交通渋滞の解消

●定時性の確保

●災害時の走行性確保

柳井市火力発電所周東総合病院前交差点 周東総合病院に向かう救急車 柳井金魚ちょうちん祭り 渋滞の様子（田布路木交差点付近） 土砂災害の発生（H30.7下松市）

●企業誘致の促進

●雇用の拡大

柳井市

国道188号柳井・平生バイパス

期 待 さ れ る 整 備 効 果

188

70

188

7

72

165

152

164
23

22

23

22

22

163

138

柳井市役所

柳井駅

柳井港

柳井地区広域消防本部

県立
柳井高校

柳井学園高校

県立熊毛南高校

平生町役場

中国電力(株)
柳井発電所

白壁の町並み

サザンセト伊保庄
マリンパーク

般若寺

平生町

ひらお
特産品センター

柳井金魚ちょうちん祭り

ひらお
十七夜まつり

周東総合病院

至

岩
国

至 下松

田布施町

柳井港駅
田布施駅

田布施町役場

柳井商工高等学校

役所・役場

駅・港

病院

高校

観光地・イベント

消防署

発電所

（R1.5撮影） （R1.5撮影） （R1.5撮影）

国道188号
柳井・平生バイ パス

山 口 県

島根県
広島県

N

整備方針（柳井・平生地域における道路整備に関する勉強会）

資料／第３回柳井・平生地域における道路整備に関する勉強会資料

～賑わいにあふれ安心して暮らせるまちづくりの実現へ向けて！～



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

２．位置図

・一般国道188号は、山口県岩国市から山口県下松市に至る延長約72kmの主要幹線道路である。

・一般国道188号柳井・平生バイパスは、山口県柳井市南町５丁目から山口県熊毛郡平生町宇佐木に至る延長2.2kmの道路
である。

いわくに くだまつ

3

一般国道188号 柳井・平生バイパス 延長2.2km

18,800台/日
12,400台/日

至

下
松
市

やない ひらお

柳井市役所

一般国道188号 柳井・平生バイパス
延長2.2km

やない ひらお

位置図

山口県

交通量／平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
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柳井地区広域
消防組合消防本部
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凡例

： 計画区間

： 一般国道（直轄区間）

： 主要地方道

： 一般県道

： 住宅等

： 森林等

： 河川等

柳井市
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一般国道188号 柳井・平生バイパス 延長2.2km

18,800台/日
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柳井市
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・一般国道188号柳井・平生バイパスは、延長2.2km、設計速度60km/h、完成4車線で、事業費約70億円。

・令和2年2月に都市計画決定（変更）。

３．事業概要
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事業位置図

やない ひらお

標準断面図

起終点 山口県柳井市南町５丁目～山口県熊毛郡平生町宇佐木

計画延長 延長 2.2km

設計速度 60km/h

車線数 完成4車線

計画交通量 約18,200台/日

全体事業費 約70億円

乗用車 小型貨物 普通貨物
約13,000台/日 約3,100台/日 約2,100台/日

計画概要

地元調整の経緯等

土 工 部

橋 梁 部
■都市計画決定等の状況
・H31年2月：第１回柳井平生地域における道路整備に関する勉強会（検討着手）
・H31年4月～ R元年5月：意見聴取（第１回）
・R元年6月：第２回柳井平生地域における道路整備に関する勉強会（対応方針決定）
・R元年7月：意見聴取（第２回）
・R元年8月：第３回柳井平生地域における道路整備に関する勉強会（整備方針決定）
・R2年2月：都市計画決定（変更）・告示
■地域の要望等
・H30年6月：山口県知事が国土交通省に事業化要望
・H30年8月：山口県東部高速交通体系整備促進協議会が国土交通省に事業化要望
・H30年11月：山口県知事が国土交通省に事業化要望
・H31年2月：山口県知事と山口県東部高速交通体系整備促進協議会が国土交通省に事業化要望
・R元年6月：山口県知事が国土交通省に事業化要望
・R元年8月：山口県東部高速交通体系整備促進協議会が国土交通省に事業化要望
・R元年11月：柳井市長、平生町長が国土交通省及び財務省に早期事業化要望

凡例

： 計画区間

： 一般国道（直轄区間）

： 主要地方道

： 一般県道
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単位：ｍ
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S63年度迄 開通済
延長2.2km（2/4）

S63年度迄 拡幅
延長0.7km（4/4）

H27.3
開通済

延長1.0km
（4/4）

H15.4
開通済(BP)
延長1.9km
（2/4）

H21.4
開通済(BP)
延長0.6km
（2/4）

柳井商工高等学校

柳井高等学校

柳井市役所

平生町役場

柳井学園高等学校

やない

柳井バイパス
延長3.5km
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４．現状と課題

5

・一般国道188号柳井・平生バイパスは、山口県東部沿岸地域の主要幹線道路ネットワークを担い、柳井・平生地域の安全性
の向上及び交通の円滑化に寄与するものである。

現状 山口県東部沿岸地域の東西道路ネットワークを形成するために必要な道路
やない ひらお

交通量／平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
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一般国道188号 柳井・平生バイパス
延長2.2km

凡例

対象区間
一般国道(2車線)
一般国道(4車線)
主要地方道
一般県道
JR山陽本線
市役所
町村役場
高校
病院
その他施設
工業地域

18,800台/日

周東総合病院

12,400台/日

13,962台/日

18,236台/日

中国電力柳井発電所
（柳井LNG基地）

柳井地区広域
消防組合本部

平生町

柳井市
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通勤時間帯に国道
188号に交通が集中

至 下松

至 岩国
至

柳
井
商
工
高
校

至

周
東
総
合
病
院

低速走行する
LNG運搬車

至 下松

至 岩国

右折車両による
直進車両の進行阻害

４．課題
課題① 交通混雑による地域間道路ネットワーク機能の低下

6

・対象区間は整備済み区間に挟まれた２車線区間となっているため、交通容量不足に起因する著しい交通混雑が発生。
・対象区間の現道は混雑度が１.２５※を超え、交通混雑による地域間道路ネットワーク機能が低下。

【交通混雑状況】 写真①（R1.5撮影）

写真②（R1.5撮影）

走行を阻害され
ている大型車

至 下松

至 岩国
渋滞車両

写真③（H30.7撮影）

走行を阻害され
ている大型車

ひらお

平生局改

対象区間

S63年度迄
開通済
（2/4）

S63年度迄
拡幅

（4/4）

やない ひらお

柳井・平生バイパス
延長2.2km
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国
市

や な い

柳井市

188

平生町役場

柳井商工高等学校

柳井高等学校

柳井市役所

柳井学園高等学校

しゅうとう

周東総合病院
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至

下
松
市

中国電力柳井発電所
（柳井LNG基地）

柳井地区広域
消防組合本部

山口県

140百台/日

混雑度1.19

188百台/日

混雑度1.38

124百台/日

混雑度1.02

188百台/日

混雑度0.70

平生小学校

中国電力柳井発電所
（柳井LNG基地）

・山口県全域、広島県、島根県、
九州北部に至るまで広範囲に
LNGを供給する施設

・大型タンクローリーで国道188号
を利用して運搬

・周辺に民間の都市ガス製造拠点
も立地し、県内広範囲へ供給

や
ま
ぐ
ち

や
な
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み
な
み
ま
ち

山
口
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柳
井
市
南
町
５
丁
目

ひらお ちょう

平生町

やない

柳井局改
やない

柳井バイパス

凡例

対象区間 病院
一般国道 学校
主要地方道 その他施設
一般県道 工業地域
JR山陽本線
市役所
町村役場

※H27全国道路・
街路交通情勢調査

交通量台/日

混雑度

N

※混雑度１.２５とは、ピーク時間帯はもとより、
ピーク時間を中心として混雑する時間帯が
増加する可能性が高い状態。
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４．課題
課題② 事故が多く安全性に課題

7

・周辺住民は、国道188号を生活道路、通学路として利用しているが、歩道未整備区間が存在するとともに、通勤車両や
沿線からの出入り交通、通学生徒等が錯綜し危険な状況。

・バイパス整備区間の国道188号死傷事故率は、全国平均の最大約2.9倍と高い箇所が存在し、安全性に課題。

平均超過箇所 平均未満箇所 64.7件／億台キロ（H29全国平均死傷事故率）

300

200

100

0

全国平均の
約２．９倍

全国平均の
約２．４倍

【死傷事故率】
（件/億台キロ）

資料／交通実態調査結果（R1.5.21）、通行規制データ（H26-H30）、事故統合データベース（H26-H29）

【渋滞状況と安全性における課題箇所】
▼自転車の走行状況▼交差点の流出入状況

至

柳
井
商
工
高
校

至

周
東
総
合
病
院

至 下松

至 岩国

様々な交通が混在・錯綜

細街路からの流入車

従道路から
の流入車

左折車

右折車

直進車

左折車

写真①（R1.5撮影） 写真②（H30.7撮影）至 岩国

至 下松

一般国道188号 柳井・平生バイパス 延長2.2km

N

柳井商工高等学校
文

周東総合病院

築
廻
交
差
点

田
布
呂
木
交
差
点

田
布
路
木
交
差
点

宇
佐
木
交
差
点

周
東
総
合
病
院
前
交
差
点188

188

至

下
松

至

岩
国

▼交差点の錯綜状況

学校へ向かう高校生

病院へ向かう歩行者

至

柳
井
商
工
高
校

至

周
東
総
合
病
院

至 岩国

至 下松 写真③（R1.5撮影）

やない ひらお

平生町

柳井市

155.9
104.0

188.1

98.7

正面衝突

追突

出会い頭

右左折

その他

車両単独

人対車両

67%

7%

7%

13% 3%

3%

▼死傷事故の内訳（N=30件）

凡例

対象区間

渋滞長（7～8時台の最大渋滞長）

事故による通行止め（H26-H30）

死亡事故発生箇所（H26-H29）

歩道未整備区間

通学路（小学校）

通学路（中学校）

通学路（高校）



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

４．課題
課題③ 救急医療施設への救急搬送能力が低下

・第二救急医療施設への搬送は、国道188号が唯一のルートであるが、交通混雑や事故による通行規制により救急搬送
に支障。
・柳井市・平生町周辺から第二次救急医療施設まで30分以内での搬送が困難な地域が存在。

▲柳井・平生バイパスの並行現道区間を走行する救急車

（R1.5撮影）

8

【救急医療施設30分カバー圏域】

資料／通行規制データ（H26-H30）

規制日 開始時刻 規制時間 規制理由 規制内容

H26.7.1 19：32 19分 単独事故 片側通行止

H27.2.7 10：29 1時間19分 単独事故 片側通行止

H28.4.27 9：48 1時間10分 正面衝突 片側通行止

H29.3.6 7：11 2時間28分 追突事故 全面通行止

H29.5.27 14：06 51分 単独事故 片側通行止

H29.8.22 16：20 1時間32分 車両3台の絡む事故 片側通行止

合計 7時間39分 -

N

柳井地区広域消防本部

柳井消防署

南出張所

柳井消防署

西部出張所

柳井消防署

中部出張所

至

下
松
市

柳井・平生バイパス
延長2.2km

柳井消防署

東出張所

至 広島市

やない ひらお

周東総合病院

凡例

柳井地区広域消防組合
管轄エリア

第二次救急医療施設

通行規制箇所(H26-H30)

【柳井・平生地域の救急医療体制、柳井・平生バイパス並行現道の通行規制状況】

救急搬送

▼柳井・平生バイパスの並行現道区間の通行規制実績

N

やない ひらお

柳井・平生バイパス
延長2.2km

柳井市

周防大島町
平生町

田布施町

岩国市

上関町
現況カバー圏域

柳井・平生バイパス整備
による拡大エリア

第二次救急医療施設

第二次救急医療施設へ
30分以内で到達できない
エリアが存在

N



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

188

188

188

22

165

橋梁 約130m

橋梁 約20m

柳井市役所

やない しょうこう

柳井商工高等学校

しゅうとう

周東総合病院

柳井地区広域
消防組合消防本部

一般国道188号柳井・平生バイパス 延長2.2ｋｍ
やない ひらお

や
ま
ぐ
ち

や
な
い

み
な
み
ま
ち

至

岩
国
市

至

下
松
市

（起
）
山
口
県
柳
井
市
南
町
５
丁
目

（終
）
山
口
県
熊
毛
郡
平
生
町
宇
佐
木

や
ま
ぐ
ち

く
ま
げ
ぐ
ん

ひ
ら
お
ち
ょ
う

う
さ
な
ぎ

バイパス区間 延長1.5ｋｍ現道拡幅区間 延長0.7ｋｍ

18,800台/日
12,400台/日

５．事業計画

・交通転換による渋滞の緩和、走行性の向上による交通事故の減少を図り、救急搬送の速達性・確実性を確保するため、一部
現道拡幅区間を含むバイパス整備とした。

【縦断図】

標準横断図（単位:ｍ）
（土工部） （橋梁部）

N
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3500 750 6500 1750 6500 750 3500

23250

3250 3250 325032503.25 3.25 3.25 3.25

3.50 6.50 6.50 3.500.750.75 1.75

23.25

3500 500 6500 6500

25000

3250 3250 32503250

3500500250

3500

250

10750 10750

25.00

3.5010.75 10.75

3.50 3.50

3.25 3.25 3.25 3.25

6.50 6.500.25 0.250.50 0.50

やない

柳井市

DL=-10.00

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

DL=-10.00

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

0.23%

0.3%

橋梁:約17m 橋梁:約125m

終点 平生町宇佐木 起点 柳井市南町５丁目

全体延長： ２．２km
土工延長： ２．１km（９５%）
橋梁延長： ０．１km（ ５%）

（終） 山口県熊毛郡平生町宇佐木 （起） 山口県柳井市南町５丁目
くまげ ひらお ちょう うさなぎ やない みなみまち

橋梁：約20m 橋梁：約130m

ひらお ちょう

平生町

凡 例

対象区間 事故危険区間 市町村境界線

高速道路 死亡事故発生箇所(H26～H29) 車線数（2車線/4車線）

一般国道 事故による通行止め箇所(H26～H30) 津波浸水想定区域

主要地方道 交通量（H27全国道路・街路交通情勢調査） 津波浸水予測区間

一般都道府県道 交通量調査 通学路（小学校）

その他道路 市街地 通学路（中学校）

橋梁構造 工業地域 通学路（高校

トンネル構造 主な施設

交通量台/日

交通量台/日

○○施設

）



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお
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橋梁 約20m

柳井市役所

やない しょうこう

柳井商工高等学校

しゅうとう

周東総合病院

柳井地区広域
消防組合消防本部

一般国道188号柳井・平生バイパス 延長2.2ｋｍ
やない ひらお
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バイパス区間 延長1.5ｋｍ現道拡幅区間 延長0.7ｋｍ

18,800台/日
12,400台/日

６．整備効果

10

・交通混雑の緩和による地域間道路ネットワーク機能の向上、地域の安全性の向上、救急医療施設へのアクセス性向上による
救急医療活動の支援等。

N

整備効果

当該道路の整備により、速達
性の高い道路ネットワークが
形成される

交通混雑が緩和され、地域間
を結ぶ円滑な道路ネットワー
クの確保が期待される。

【交通混雑の緩和による
地域間道路ネットワーク

機能の向上】
当該道路の整備により、安全
な走行環境・歩行空間が形成
される

バイパスへの通過交通の転換
により、現道188号の安全性
の向上が期待される

【死傷事故件数】
現況 約14件 → 整備後 約11件

（約3件〔約2割〕減少）
【死傷事故率】

現況 約93件/億台キロ
→ 整備後 約70件/億台キロ

（約23件/億台キロ〔約2割〕減少）

【地域の安全性の向上】

当該道路の整備により、現道の
代替路として機能する道路が整
備される

山陽自動車道や国道２号等が通
行止めになった場合、当該道路
が広域的な迂回路として機能す
ることが期待されるとともに、
現道が事故や災害等により通行
止めになった際には、当該道路
が代替路となり、住民生活や救
急救命活動、経済活動を担う道
路ネットワークの確保が期待さ
れる

【災害等に強い信頼性の高
い道路ネットワークの確保】

当該道路の整備により、柳井
地区広域消防組合管内におけ
る救急医療機関へのアクセス
性が向上する

バイパス整備により、第二次
救急医療施設へのアクセス性
が向上し、救急医医療活動の
支援が期待される

【救急医療施設への
アクセス性向上による
救急医療活動の支援】

【柳井市・平生町周辺地域における
救急医療施設への30分カバー圏域】
人口：現況 約61.9万人

→ 整備後 約62.1万人
（約0.2万人増加）

【平生町役場～周東総合病院
の所要時間】

現況 約9分 → 整備後 約7分
（約2分短縮）

当該道路の整備により、トラ
ック輸送等が効率化され物流
生産性が向上する

交通の転換により現道の渋滞
が緩和するため、速達性が向
上し、地域産業の活性化、周
遊観光の促進が期待される

【地域産業活動支援】

【対象区間の通過時間】
現況 約6分 → 整備後 約2分

（約4分短縮）

【対象区間の通過時間】
現況 約6分 → 整備後 約2分

（約4分短縮）

やない

柳井市

ひらお ちょう

平生町

凡 例

対象区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

橋梁構造

トンネル構造

事故危険区間

死亡事故発生箇所(H26～H29)

事故による通行止め箇所(H26～H30)

交通量（H27全国道路・街路交通情勢調査）

交通量調査

市街地

工業地域

主な施設

市町村境界線

車線数（2車線/4車線）

津波浸水想定区域

津波浸水予測区間

通学路（小学校）

通学路（中学校）

通学路（高校）

交通量台/日

交通量台/日

○○施設



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

７．事業の効果

項 目 全体事業

費用（C） 57

事業費 49

維持管理費 7.9

便益額（B） 77

走行時間短縮便益 70

走行経費減少便益 6.2

交通事故減少便益 1.4

費用便益比 1.4

（億円）▶投資効果（３便益による費用便益比）

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮さ
れる効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善さ
れることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費、
タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費）の減
少効果を対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出し
ている。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴
う、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩
行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受け
る車両や構築物に関する物的損害額等）が減少する効
果を貨幣価値として算出したもの。
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・全体事業費の総費用は57億円、3便益による総便益は77億円で費用便益比は1.4である。

経済的内部収益率（EIRR） 6.0％

※総費用、総便益については、基準年（R元年）における現在価値を記入。
※総便益は、3便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益）
※費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。


